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今
月
の
行
事
予
定 7
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●平成２６年度事業報告ダイジェスト・・・P3

●解説「マイナンバー」（第２回）・・・P9

おかげ様で創立40周年

１
日
（
水
）　
第
１
回
長
井
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

（
長
井
市
民
文
化
会
館
）

２
日
（
木
）　
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
通
常
総
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

　
　
　
　
　 

金
融
・
保
険
部
会
役
員
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

４
日
（
土
）　
長
井
市
暮
ら
し
向
上
商
品
券
プ
レ
ミ
ア
ム
20
発
売

                 

開
始
日

　
　
　
　
　 

長
井
お
ど
り
大
パ
レ
ー
ド

４
日
　（
土
）　
フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
中
富
良
野
町
総
会
（
北
海
道
）

６
日
（
月
）　
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業
職
員
研
修
会

（
宮
城
県
）

　
　
　
　
　 

生
活
衛
生
・
観
光
部
会
通
常
総
会
（
川
床
茶
屋
）

７
日
（
火
）　
東
北
六
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
盛
岡
大
会

（
岩
手
県
）

　
　
　
　
　 

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
定
期
総
会
（
福
島
県
）

　
　
　
　
　 

置
賜
地
区
経
営
指
導
員
連
絡
協
議
会
総
会
（
南
陽
市
）

　
　
　
　
　 

青
年
部
会
役
員
会
（
研
修
室
）

８
日
（
水
）　
長
井
市
勤
労
者
互
助
会
陶
芸
教
室

（
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
り
）

10
日
（
金
）　
三
役
会
（
会
頭
室
）

　
　
　
　
　
　

置
賜
会
津
広
域
交
流
協
議
会
総
会
（
米
沢
市
）

　
　
　
　
　
　

山
形
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
役
員
会

（
酒
田
市
）

12
日
（
日
）　（
公
社
）
長
井
青
年
会
議
所
創
立
50
周
年
記
念
式
典

（
長
井
市
民
文
化
会
館
）

13
日
（
月
）　
　

産
業
フ
ェ
ア
企
画
実
行
委
員
会
（
研
修
室
）

14
日
（
火
）　
　

雇
用
均
等
行
政
推
進
員
会
議
（
山
形
市
）

　
　
　
　
　
　

創
邑
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

　
　
　
　
　
　

長
井
地
区
労
働
保
険
事
務
組
合
担
当
者
会
総
会

15
日
（
水
）
一
日
公
庫
（
相
談
室
）

　
　
　
　
　
　

長
井
ま
ち
づ
く
り
基
金
事
務
局
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

16
日
（
木
）　
　

日
本
商
工
会
議
所
委
員
会
（
東
京
都
）

21
日
（
火
）　
　

知
財
総
合
支
援
窓
口
（
相
談
室
）

　
　
　
　
　
　

建
設
部
会
通
常
総
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

22
日
（
水
）　
　

常
議
員
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

　
　
　
　
　 

日
本
政
策
金
融
公
庫
懇
談
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

25
日
　（
土
）　
長
井
市
勤
労
者
互
助
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
川
西
町
）

27
日
　（
月
）　
労
働
保
険
加
入
促
進
業
務
推
進
員
研
修
会（

山
形
市
）

昭和５７年、商業・食料品部会が開催したＰＯＰ講習会。

パソコンの普及に相反し、近年見直されている『手書きＰＯＰ』

ですが、当時はＰＯＰと言えば『手書き』が当たり前。



山形県火災共済協同組合

～お問い合わせ～

※お問い合わせの時は、「マル経融資」とお呼びください！

1.25 ※金融の情勢により
　変わる場合があります。



検索長井まちづくり基金

●てらじま・ひろむ さん　
 テラシマ電子㈱　代表取締役
現在は妻と２匹の犬と共に暮らす。
昨年から始めたマラソン大会への参加がマイブーム。
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寺
嶋

　宏
武
さ
ん

新
・
西
置
賜
産
業
会
会
長

寺
嶋

　宏
武

　
人
材
育
成
。企
業
に
と
っ
て
人
は
重
要

な
資
産
で
あ
り
、特
に
少
子
高
齢
化
が
進

む
地
方
に
お
い
て
、人
材
育
成
は
重
要
な

経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
。製
造
業
を
中

心
に
48
社
が
名
を
連
ね
る
西
置
賜
産
業
会

は
、今
年
度
か
ら「
人
材
育
成
部
会
」を
は

じ
め
３
つ
の
部
会
を
設
置
。三
役
体
制
も
一

新
さ
れ
、新
会
長
に
推
挙
さ
れ
た
の
は
寺

嶋
宏
武
さ
ん
。

　
ご
本
人
は
昭
和
38
年
２
月
、小
国
町
生

ま
れ
。中
学
時
代
は
野
球
、高
校
・
大
学
時

代
は
ス
キ
ー
部
に
所
属
し
、将
来
は
体
育

教
師
を
目
指
し
て
い
た
。大
学
卒
業
の
頃

は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
勃
興
期
。キ
リ
ン

が
仙
台
に
進
出
す
る
と
、即
戦
力
の
体
育

指
導
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
、立
ち
上
げ
の

苦
労
と
楽
し
さ
を
経
験
。３
年
後
、高
校
時

代
の
同
級
生
で
寺
嶋
製
作
所
社
長
の
次
女

ひ
ろ
み
さ
ん
と
結
婚
。翌
年
、寺
嶋
製
作
所

へ
の
入
社
を
決
心
す
る
。

　
会
社
経
営
は
も
ち
ろ
ん
、モ
ノ
づ
く
り

の「
モ
」の
字
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。文
字

通
り
の
畑
違
い
。そ
の
頃
、取
引
先
だ
っ
た

ア
ル
プ
ス
電
気
が
協
力
工
場
の
技
術
向
上

を
目
的
に
研
修
を
行
っ
て
い
た
。寺
嶋
さ

ん
は
早
速
受
講
し
、モ
ノ
づ
く
り
を
一
か
ら

学
ぶ
。ま
た
長
井
機
械
工
業
協
同
組
合
で

は
、次
世
代
経
営
者
の
育
成
を
目
指
し
た

「
亦
楽
会
」を
設
立
。寺
嶋
さ
ん
は
最
年
少

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、先
輩
た
ち
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
っ
た
。

　
平
成
12
年
に
テ
ラ
シ
マ
電

子
、平
成
16
年
に
は
寺
嶋
製

作
所
の
社
長
に
就
任
。「
人
材

育
成
」の
重
要
性
を
身
を
持

っ
て
体
験
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、「
会
員
企
業
の
実
に
な
る

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」と
寺
嶋
さ
ん
は
意
気
込

み
を
語
る
。

さ
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人
材
育
成
。企
業
に
と
っ
て
人
は
重
要

な
資
産
で
あ
り
、特
に
少
子
高
齢
化
が
進

新
・
西
置
賜
産
業
会
会
長

新
・
西
置
賜
産
業
会
会
長

新
・
西
置
賜
産
業
会
会
長

新
・
西
置
賜
産
業
会
会
長

新
・
西
置
賜
産
業
会
会
長

新
・
西
置
賜
産
業
会
会
長

新
・
西
置
賜
産
業
会
会
長

登場！

　
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
員
と
一
緒
に
「
経
営

計
画
書
」
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
補
助

金
の
良
い
と
こ
ろ
は
経
営
計
画
を
作
る
こ
と
で
、

事
業
を
見
直
す
き
っ
か
け
が
で
き
る
こ
と
だ
っ
た

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
経
営
上
の
細
か
い
数
字
を
み

て
い
る
よ
う
で
、「
把
握
」し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

成
り
行
き
経
営
で
は
な
い
で
す
が
。

　
今
回
の
申
請
を
き
っ
か
け
に
決
算
や
棚
卸
な
ど

を
見
直
し
、
経
営
計
画
を
紙
に
書
い
て
み
る
こ
と

で
改
め
て
わ
か
る
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ

と
へ
の
気
付
き
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
経
営
計
画
の
作
成
に
取
り
組
み
、
補
助
金
申
請

後
に
も
、
ど
ん
ど
ん
経
営
指
導
員
に
経
営
の
相
談

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
関
係

作
り
に
「
持
続
化
補
助
金
」
が
役
立
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
、
次
年
度
以
降
も
こ
の
「
持
続
化
補
助
金
」

は
続
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。
申
請
す
る
し
な
い
に

関
わ
ら
ず
転
ば
ぬ
先
の
杖
「
経
営
計
画
書
」
は
思

っ
た
時
が
策
定
の
と
き
。
月
次
の
棚
卸
や
設
備
投

資
の
機
会
に
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

当所経営指導員

■
挑
戦
者:

㈲
萬
寿
屋
　専
務
鈴
木
喜
典
さ
ん

　
当
所
と
共
に
経
営
計
画
策
定
に
成
功
し
、

販
路
開
拓
（
創
意
工
夫
に
よ
る
売
り
方
や
デ

ザ
イ
ン
改
変
等
）
の
取
り
組
み
に
要
す
る
経

費
の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
補
助
金
名
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
」
小
規
模
事
業
者
が
、
商
工
会
・
商
工
会

議
所
の
助
言
等
を
受
け
て
経
営
計
画
を
作
成

し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
販
路
開
拓
に
取
り

組
む
費
用
の
２
／
３
を
補
助
。
補
助
上
限
額
：

50
万
円
。

挑
戦
の
伴
走
者
に

　
　熱
意
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
た
い

挑
戦
の
伴
走
者
に

　
　熱
意
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
た
い

挑
戦
の
伴
走
者
に

　
　熱
意
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り
た
い

これまで経営計画を立ててこなかった方ほど、経営計画
を立てることでの伸びシロは大きいと思っています。
むしろ、やってこなかった事が、大きな強みとなってい
ると思っています。

 小売業では売上や利益の構造を管理し始めるだけで、経
費が5%下がると言われています。そこに経営計画を加
えれば、さらに成果が出ます。そのことに気付くためにも、
まずは経営計画を作成してみましょう。



27

26
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

通
常
議
員
総
会

通
常
議
員
総
会

第81回

≪収入の部≫  (単位:千円）

項      目 ①一般会計 ②中小企業
相談所会計

③共済事業
会　　計

④特定退職金
会　　　計

⑤労働保険
事業会計

⑥会館運営
会　　計 会計合計

会　　　　費 30,537 30,537
負　担　金 722 722
事 業 収 入 9,855 7,253 22,896 2,328 4,331 46,665
補 助 金 3,600 64,847 5,297 73,744
委 託 料 6,561 6,561
雑 収 入 327 7,407 2 337
貸 室 収 入 48,136 48,136
賃 貸 料 1,330 1,330
積立金取崩 0
前年度繰越金 2,043 468 2,512
収　 入　 合　 計 447,085 778,662 222,904 22,328 4,331 55,235 210,548
≪支出の部≫  (単位:千円）
項      目 ①一般会計 ②中小企業

相談所会計
③共済事業
会　　計

④特定退職金
会　　　計

⑤労働保険
事業会計

⑥会館運営
　会　　計 会計合計

事 業 費 10,809 47,933 1,707 60,449
給 与 費 7,647 30,873 7,053 1,092 3,146 49,814
福利厚生費 2,365 5,021 1,486 45 643 9,562

管理費（事務費・会議費他） 5,115 1,010 501 132 6,758
公課分担金 3,243 1,001 105 4,350
退職積立金 3,000 2,000 2,000 7,000
支払手数料 153 574 20 210 959
会館維持費 31,202 31,202
会館管理費 7,634 7,634
借入金返済支出 19,298 19,298
借り入れ利息 2,239 2,239

ＥＶ車急速充電器 6,073 6,073
支　出　合　計 32,334 86,838 14,324 1,158 4,237 66,448 205,342

収支剰余金（平成27年度繰越金）
（収入合計-支出合計） 14,750 △ 8,175 8,579 1,170 94 △ 11,540 5,205

総 支 出 合 計 447,085 78,662 222,904 2,328 4,331 54,908 210,548

会計別収支決算報告会計別収支決算報告

　
平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を

審
議
す
る
通
常
議
員
総
会
が
６
月
26
日
、Ｔ

Ａ
Ｓ
で
開
催
さ
れ
、
各
議
案
満
場
一
致
で
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
加
藤
眞
佐
夫
副
会
頭

は
、「
今
年
は
創
立
40
周
年
の
節
目
。
当
時

の
役
員
・
議
員
そ
し
て
会
員
事
業
所
の
努
力

に
よ
り
当
所
が
設
立
さ
れ
た
高
邁
な
意
志
を

継
承
し
、
会
員
事
業
所
が
元
気
で
、
活
気
あ

ふ
れ
る
地
域
の
実
現
に
向
け
『
連
携
・
融
合
・

創
造
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
事
業
を
展
開

し
て
い
く
。」
と
、
今
後
の
当
所
活
動
に
お
け

る
抱
負
を
語
っ
た
。
議
事
で
は
平
成
26
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

あいさつに立つ加藤副会頭
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平成28年度に商工会議所青年部全国
サッカー大会を長井市で開催することが決定

内谷市長へ要望書提出

馬肉にゆかりの
ある地域が
長井に集結

コーディネーターは
神戸国際大学の
中村智彦教授
▼

ご当地キャラが
大集合し会場は
大いに沸いた

経営計画書の作成から補助金の
申請まで、専門家と職員がサポート
した小規模事業者持続化補助金

平
成
26
年
度
総
括

　
平
成
26
年
度
の
日
本
経
済
は
、
安
倍
政
権

の
大
胆
な
金
融
緩
和
や
機
動
的
な
財
政
政
策

に
よ
っ
て
民
間
活
動
が
活
性
化
し
、
デ
フ
レ

経
済
か
ら
成
長
経
済
へ
舵
を
切
る
「
三
本
の

矢
」
の
一
体
的
推
進
に
よ
り
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
個
人
消
費

な
ど
に
弱
さ
が
見
ら
れ
、
特
に
４
月
か
ら
の

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
減
や
夏
の
天
候
不
順
の
影
響
に
加

え
、
輸
入
物
価
の
上
昇
、
更
に
は
消
費
税
率

の
引
上
げ
の
影
響
を
含
め
た
物
価
の
上
昇
に

家
計
の
所
得
が
追
い
付
い
て
い
な
い
現
状
に

あ
り
、
地
域
中
小
企
業
の
景
気
回
復
は
、
依

然
と
し
て
ま
だ
ら
模
様
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
加
速
に
よ

る
需
要
減
少
は
、
疲
弊
す
る
地
方
経
済
が
さ

ら
に
縮
小
し
、
中
小
企
業
の
活
力
は
ま
す
ま

す
失
わ
れ
、
若
者
が
仕
事
を
求
め
て
都
市
部

へ
流
出
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
も
持
続
的
な
成
長
を
遂
げ
て
い

く
た
め
に
、
商
工
会
議
所
は
地
域
経
済
を
支

え
る
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
地
方
創
生

の
た
め
に
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、地
域
住
民
、行
政
、企
業
な
ど
と
連
携
し
、

人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
疲
弊
な
ど
構
造
的

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
26
年
12
月
に
横
澤

泰
雄
会
頭
か
ら
諮
問
を
受
け
た
４
つ
の
委
員

会
（
総
務
・
産
業
政
策
・
中
小
企
業
活
性
化
・

地
域
振
興
）
が
現
状
の
問
題
課
題
を
議
論
し
、

地
元
経
済
を
支
え
る
中
小
規
模
事
業
者
が
持

続
的
か
つ
更
な
る
成
長
、
発
展
が
で
き
る
よ

う
、
支
援
施
策
の
積
極
的
な
展
開
を
求
め
て
、

今
年
２
月
長
井
市
及
び
長
井
市
議
会
に
対

し
、
初
め
て
要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
委
員
会
や
部
会
等
現
場
の
声
に
基

づ
い
た
意
見
活
動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
事
業
活
動
で
は
、
８
月
29
日
を
「
な

が
い
馬
肉
の
日
」
と
制
定
し
て
か
ら
３
年
目

を
迎
え
、
長
井
市
制
60
周
年
と
う
ま
年
、
さ

ら
に
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
重
な
っ
た
８
月
30
日
に
、
な
が
い

産
業
フ
ェ
ア
の
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
「
全
国

馬
肉
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
、
馬
肉
に
関
係

す
る
団
体
代
表
者
を
青
森
県
、
福
島
県
、
東

京
都
、
山
梨
県
、
熊
本
県
か
ら
招
聘
、
馬
肉

に
ま
つ
わ
る
様
々
な
活
動
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
の
実
施
に
よ
り
馬
肉
食
文
化

を
中
心
に
、
長
井
の
地
域
産
業
資
源
を
広
域

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、「
く
ま
モ
ン
」

効
果
も
あ
り
来
場
者
も
過
去
最
高
の
賑
わ
い

が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
７
月
に
開
催
さ
れ
た
青
年
部
全
国
サ

ッ
カ
ー
大
会
静
岡
大
会
に
お
い
て
、
28
年
度

開
催
地
招
致
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ

れ
、
鈴
木
青
年
部
会
会
長
の
熱
意
と
内
谷
長

井
市
長
、
横
澤
会
頭
の
参
加
応
援
サ
プ
ラ
イ

ズ
が
功
を
奏
し
、
念
願
の
「
商
工
会
議
所
青

年
部
会
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
長
井
大
会
」
の

開
催
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
更
に
、
築
後
27
年
が
経
過
す
る
「
タ
ス
」

の
老
朽
化
と
地
域
産
業
構
造
の
変
化
、
少
子

高
齢
化
と
い
う
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
る
地

域
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
時
代
要

求
に
あ
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
の
タ
ス
機
能
の
あ
り
方
や
持
続
可
能
な
運

営
方
法
を
目
的
と
し
た
「
タ
ス
」
再
生
整
備

事
業
に
向
け
た
魅
力
発
掘
調
査
事
業
を
国
の

補
助
金
を
受
け
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
消
費
税
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
販
路
開
拓
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る

助
成
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
の

創
設
に
よ
り
、
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る

小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別

相
談
会
を
開
催
し
、
事
業
所
の
成
長
発
展
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平成26年度事業報告ダイジェスト平成26年度事業報告ダイジェスト

会員の声を市政に！ 会員企業の経営発達支援全国大会開催決定！

会員相互の親睦を深める

初開催！全国馬肉サミットinながい産業フェア2014
うま年に大活躍

他のネットショップに
負けない店づくりのために、
最大手アマゾンを徹底分析

長
井
市
観
光
協
会
よ
り

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た

バ
ー
ニ
ッ
ク
・
ナ
ガ
イ

10
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

会
員
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

◀

▶
▲ ▲　▶



47

求人倍率
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2,000【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 0　　 0.0 0 0

建 設 業 1　　 14.3 180 7.5

製 造 業 1　　 14.3 300 12.4

卸 売 業 2　　 28.6 1721 71.3

小 売 業 0 0.0 0 0

金融・保険業 0　　 0.0 0 0

不 動 産 業 0　　 0.0 0 0

運輸・通信業 0　　 0.0 0 0

サービス業 3　　 42.9 212 8.8

計 7（0）100.0 2413 100.0

協力／㈱東京商工リサーチ山形支店

区　分 新　築 増改築

専用住宅
件 数 13 2

延べ面積 1,770.16 103.93

併用住宅
件 数 0 0

延べ面積 0.00 0.00

そ の 他
（工場・　　
　 店舗含）

件 数 0 0

延べ面積 0.00 0

合 計
件 数 13 2

面 積 1,770.16 103.93

協力／長井市建設課　

★山形県企業倒産状況
）上以円万000,1 額総債負（  

【平成27年５月度】
負債額単位：百万円

★建築確認申請状況
）市井長（  　　　　　　　　　

【平成27年５月延べ面積単位：㎡】

★長井市の人口　平成27年5月31日現在

有効求人
倍　　率

有　　効
求 人 数

有　　効
求職者数

　　　月
項目　　

　人　口　28,045人（男 13,503人、女 14,542人）

　 世帯数　9,749　　　　　　　　　　　　  　協力／長井市

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況 ）数全む含をムイタトーパ（ 

LOBO調査 ［商工会議所早期景気観測調査］
○調査期間：２０１５年５月１５日～２１日
○調査対象：全国の４２２商工会議所が２９８４企業等
　　　　　　 にヒアリング　　　　　　
（内訳）建設業：４６６　製造業：７１８
　　　　卸売業：３２３　小売業：７００
　　　　サービス業：７７７

【全国の5月調査速報】

産 業 別 概 況

業況ＤＩは、改善続く。
先行きは横ばい圏内で推移も、持ち直しに期待感

Ｈ26.4月 2 月 3 月5 月 6 月

0.71 0.81 0.93

742 804 829

1,048 987 894

7 月

1.12

941

841

8 月

1.09

910

832

1.12

922

822

1.44

1,161

805

協力／ハローワーク長井

884
779 744

889
731821822

922

805 778

1,161

894
990

908 890
968

841 832

1,048

742

1.44

1.15
1.09

0.92

0.71 987
894

804 829

941
910

0.81
0.93

1.12 1.12

1.13
1.09

1.19
1.12

　５月の全産業合計の業況ＤＩは、▲１３.５と、前月から
＋１.８ポイントの改善。輸出増に伴う生産の伸びや好調な
インバウンドによる下支え、株高・賃上げに伴う消費者の
マインド好転に加え、一部で設備投資の動きが出始めるなど、
中小企業の景況感は、受注・売上の回復を背景に持ち直し
に向けた動きが進む。ただし、比較対象の前年同月は駆け
込み需要の反動の影響から業況が一段と悪化した時期であ
ることに留意が必要。また、業況ＤＩの好転は、「悪化」か
ら「不変」への変化が主因であり、依然としてコスト増や
取引価格への転嫁遅れ、人手不足などが足かせとなる状況
が続いている。
　　　　
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲１４.３（今月
比▲０.８ポイント）とほぼ横ばいを見込む。コスト増加分
の価格転嫁遅れや人手不足、人件費の上昇などが、引き続
き経営の足かせになるとの見方から、一部にもたつきが残る。
他方で、大手企業の業績改善が進む中、受注増や設備投資
の持ち直しへの期待感が伺えるほか、夏の賞与増を含む所
得環境の好転から、個人消費の伸びを見込む声も聞かれて
いる。

【建設業】からは、「資材価格の値上げが見込まれるが、
依然としてコスト増加分の転嫁が十分にできておらず、
さらなる収益圧迫を懸念」（一般工事業）、「労務単価の
見直しなどにより公共工事の採算は好転しているが、発
注量が少ないため、期待したほどの利益を得られていな
い」（一般工事業）、「住宅をはじめ民間工事の引き合い
が徐々に増えてきており、今後の受注見通しにも明るさ
が感じられる」（建築工事業）などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【製造業】からは、「円安定着により、海外産の冷凍すり身
などの仕入価格が高止まりしているが、転嫁が進まず、採
算は厳しい」（水産食料品製造業）、「取引先の鉄鋼メーカー
が今年度の設備投資計画を大幅に上積みしたため、受注が
伸びている」（産業用機械部品製造業）、「国内向けは依然と
して鈍いものの、北米を中心に輸出向けが好調。生産性を
高めるため、省力化投資を行う予定」（自動車部品製造業）
などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【卸売業】からは、「人材確保が困難なため、初任給の引き
上げやベースアップを検討中。他方で、人件費の増大によ
る経営への影響が心配」（農産物卸売業）、「原材料高により
仕入コストの増大が続いていたが、取引先との交渉に注力
した結果、販売価格への転嫁が徐々に進んできている」（食
料品卸売業）、「業績が堅調に推移しており、物流拠点の集
約や能力増強などの設備投資を検討している」（塗料・照明
器具等卸売業）などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【小売業】からは、「ゴールデンウィーク後半に天気が崩
れたほか、台風もあって多少なり客足に影響がみられた
が、子供服や雑貨などを中心に売上は好調」（百貨店）、「６
月にプレミアム付き商品券が発行されるため、売上増を
期待。ただし、商品によって品薄になる恐れもあり、在
庫管理が難しい」（総合スーパー）、「外国人観光客の来
店が増えているため、中国語を話せるスタッフを雇いた
いが、希望する人材が少なく、採用は難しい」（衣料品・
服飾雑貨販売店）などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【サービス業】からは、「気温の上昇とともに飲料などの引
き合いが増えることが見込まれるが、ドライバー不足が深
刻であり、対応に苦慮している」（運送業）、「野菜が高値と
なっているほか、食料品の値上げもあって、採算が悪化」（飲
食店）、「北陸新幹線を利用して来県する観光客が多く、特
に休日は満室の状況が続いている」（旅館業）などの声が寄
せられている。

9 月 10 月

1.13

884

779

1.19

889

744

11月 12月

1.12

821

731

Ｈ27.1月

1.15

894

778

1.09

990

908

4 月

0.92

890

968
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図2　建設機械遠隔操作
　　  ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ（ｺﾏﾂ）

図１　雲仙普賢岳の現状

長井ロボットプロジェクト責任監修

　
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
決
勝
が
６
月
５
〜
６
日
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊
で
開
か
れ
た
。
２
０
１
３
年
の
予
選
で
首

位
に
立
っ
た
東
京
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｆ
Ｔ（
シ
ャ
フ
ト
）
が
決

勝
進
出
を
辞
退
。
追
加
枠
で
参
加
し
た
東
大
な
ど
の
５
チ
ー
ム
の
成
績
は
最

高
で
10
位
と
番
狂
わ
せ
だ
っ
た
。
今
年
１
月
に
政
府
が
発
表
し
た
「
ロ
ボ
ッ

ト
新
戦
略
」
で
は
、
20
年
ま
で
に
官
民
で
１
０
０
０
億
円
を
投
じ
、
日
本
を

ロ
ボ
ッ
ト
分
野
に
お
け
る
世
界
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
に
す
る
目
標

も
掲
げ
た
。(

以
下
本
文
は
、
小
関
博
資
・
昌
和
製
作
所
社
長)

　
　
　
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
　

　
　

　
ロ
ボ
ッ
ト
に
期
待
す
る
こ
と
で
一
番
最
初
に
思
い
つ
く
の
が
、
人
命
に
か

か
わ
る
危
険
作
業
を
代
行
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
最
近
頻
繁
に
発
生
し
て
い

る
火
山
噴
火
だ
が
１
９
９
０
年
に
発
生
し
た
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
を
き
っ
か
け

に
、
災
害
現
場
で
使
用
す
る
建
設
機
械
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
普
賢
岳
の
場
合
、
90
年
に
噴
火
後
、
一
時
小
康
状
態
に
な
っ
た
が
91

年
に
大
噴
火
、
そ
の
際
に
発
生
し
た
火
砕
流
で
は
43
名
の
尊
い
人
命
が
失
わ

れ
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
火
山
活
動
は
衰
え
ず
、
度
重
な

る
土
石
流
に
よ
る
被
害
が
続
い
た
が
、
何
と
か
食
い
止
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
堆
積
し
た
瓦
礫
や
土
砂
を
除
去
す
る
こ
と
が
緊
急
課
題
で
あ

っ
た
が
、
ま
た
火
砕
流
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
有
人
に
よ
る
作
業
は
困

難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
国
は
「
試
験
フ
ィ
ー
ル
ド
制
度
」
を
設
け
、
こ
の
災

害
に
対
す
る
技
術
を
民
間
公
募
し
た
。
求
め
た
条
件
は
、①
１
０
０
m
以
上

の
距
離
か
ら
の
遠
隔
操
作
、②
一
時
的
温
度
１
０
０
℃
、
湿
度
１
０
０
%
環
境

下
で
の
作
業
、③
直
径
２

〜
３
m
の
瓦
礫
破
砕
で
あ

る
。

　
こ
の
制
度
に
、
複
数
の

ゼ
ネ
コ
ン
・
建
設
機
械
メ

ー
カ
ー
の
グ
ル
ー
プ
が
応
募
し
た
。

　
提
案
し
て
き
た
手
法
は
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
共
通
し
て
お
り
、
無
線
操
縦
の

建
機
と
建
機
に
取
り
付
け
た
カ
メ
ラ
の
画
像
を
伝
送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
遠
隔

地
か
ら
操
作
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
実
際
に
試
験
工
事
を
し
て
み
る
と
カ
メ
ラ
画
像
が
立
体
的
で
な
い
た
め
、

距
離
感
が
つ
か
め
な
い
な
ど
様
々
な
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
が
、
丹
念
に

解
決
し
試
験
工
事
は
成
功
し
た
。

　
普
賢
岳
で
の
無
人
化
施
工
は
、
そ
の
後
砂
防
堰
堤
や
河
川
流
路
確
保
の
た

め
の
床
固
工
事
な
ど
、
土
木
構
造
物
を
建
設
す
る
高
度
な
シ
ス
テ
ム
に
発
展

し
、
現
在
で
も
復
興
事
業
を
続
け
て
い
る
。
雲
仙
復
興
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
詳
細
が
あ
る
の
で
参
照
願
い
た
い
。

h
ttp
://w

w
w
.q
sr.m

lit.g
o
.jp
/u
n
ze
n
/

　
現
在
の
無
人
化
施
工
シ
ス
テ
ム
は
、
普
賢
岳
で
の
経
験
か
ら
培
わ
れ
て
き

た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
後
の
噴
火
災
害
復
旧
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
ま
た
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
通
常
の
鉱
山
作
業
で
も
無
人
化
シ
ス
テ
ム
を

構
築
、
無
人
化
に
よ
る
安
全
な
鉱
山
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
し
て
い
る
。

　
最
近
自
動
運
転
が
可
能
な
車
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
で
は
既
に
実
現
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
G
P
S
と
慣
性
航
法
を
組
み
合
わ

せ
、
無
人
で
鉱
山
内
を
走
行
す
る
。

　
高
精
度
の
G
P
S
を
用
い
る
こ
と
で
、
数
cm
単
位
で
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で

き
る
。

　
精
度
だ
け
で
な
く
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
、
３
０
０
ト
ン
の
土
砂
を
積
載
し
て

時
速
50
㎞
で
移
動
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
様
々
な
地
域
で
火
山
活
動

が
活
発
化
し
て
い
る
中
、
建
設
機
械
の
進
歩
は
災
害
予
防
や
復
旧
に
大
き
く

関
わ
っ
て
く
る
た
め
、

今
後
の
発
展
に
期
待

し
た
い
。

　
次
回
は
最
近
物
議

を
醸
し
て
い
る
ド
ロ

ー
ン
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。

図３　無人ダンプトラックシステム
 　　（コマツ）
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6/13

6/9
●当所の要望を述べる加藤副会頭

●次回は新庄市で開催される女性会県大会

●他部会の先陣を切って開催された工業部会総会

県商工会議
所連合会

県
連
要
望
事
項
を
決
定

　
山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
清
野
伸

昭
会
長
）
の
通
常
総
会
が
鶴
岡
市
で
開
催

さ
れ
、
事
業
計
画
の
ほ
か
国
や
県
へ
の
要

望
事
項
を
決
定
し
た
。
事
業
計
画
で
は
事

業
者
が
課
題
可
決
す
る
ま
で
伴
走
型
支
援

を
展
開
す
る
「
個
社
支
援
」
を
行
う
と
と

も
に
、
農
商
工
連
携
な
ど
の
地
域
活
性
化

事
業
に
取
り
組
む
。
要
望
事
項
は
全
11
項

目
で
、
当
所
加
藤
副
会
頭
が
、
電
気
料
金

値
上
げ
に
対
す
る
支
援
措
置
と
山
形
鉄
道

へ
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

6/18

工 業
部 会

部
会
総
会
を
開
催

　
当
所
工
業
部
会
（
齋
藤
道
郎
部
会
長
）

は
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
26

年
度
報
告
・
決
算
お
よ
び
平
成
27
年
度
計

画
・
予
算
を
承
認
し
た
ほ
か
、
創
立
40
周

年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
産
業
フ

ェ
ア
へ
の
協
力
、
積
極
的
に
出
展
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
ま
た
、
山
形
大
学
が
飯
豊

町
を
拠
点
に
整
備
を
進
め
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
開
発
研
修
会
（
６
月
23
日
開
催
）

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
総
会
に
は
、

ゲ
ス
ト
と
し
て
市
商
工
観
光
課
の
横
山
照

康
主
幹
の
ほ
か
職
員
２
名
が
招
か
れ
、
参

加
し
た
部
会
員
17
名
は
長
井
市
の
工
業
振

興
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

●パンケーキ作りで会話を弾ませた

青 年
部 会

３
組
の
カ
ッ
プ
ル
成
立
！

　
当
所
青
年
部
会
Ｓ
Ｉ
Ｐ
委
員
会
（
樋
口

泰
栄
委
員
長
）
は
、
参
加
対
象
者
を
結
婚

経
験
者
ま
た
は
理
解
者
に
限
定
し
た
婚
活

事
業
「
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
☆
婚
活
」
を

レ
ス
ト
ラ
ン
ジ
ュ
ア
ン
で
開
催
し
た
。
参

加
者
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
フ
ラ

ン
ス
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
異
性
と
の
会

話
を
楽
し
ん
だ
。
な
お
、
男
性
９
名
、
女

性
６
名
が
参
加
し
、
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
た
。

女 性 会

県
大
会
　

米
沢
市
で
開
催

　
山
形
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
米

沢
大
会
が
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
米
沢
で
開

催
さ
れ
、
当
所
女
性
会
（
児
玉
登
美
子
会

長
）
か
ら
会
員
26
名
が
参
加
し
た
。
事
業

計
画
で
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

と
し
て
、
会
員
か
ら
善
意
を
募
り
、
岩
手

県
の
三
陸
鉄
道
に
寄
付
す
る
こ
と
を
承
認

し
た
。
通
常
総
会
終
了
後
の
講
演
会
で
は
、

山
形
大
学
有
機
Ｅ
Ｌ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
城

戸
淳
二
教
授
が
「
や
ま
が
た
を
元
気
に
す

る
方
法
教
え
ま
す
」
と
題
し
講
演
し
た
。

6/12
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●

●

長井ロボットプロジェクト責任監修

　　

　
あ
か
し
あ
産
業
団
地
会
（
小
川
章
会
長
）

は
、
通
常
総
会
を
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
開
催
。
平
成

26
年
度
事
業
報
告
・
決
算
お
よ
び
平
成
27

年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認
し
た
。
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新
た
に

四
釜
雅
之
氏
（
㈱
四
釜
製
作
所
）
が
副
会

長
に
選
任
さ
れ
た
。
今
年
度
は
市
の
補
助

を
受
け
、
老
朽
化
し
た
案
内
板
の
改
修
を

予
定
し
て
お
り
、
訪
れ
た
お
客
様
や
市
民

の
利
便
性
を
高
め
る
方
針
。

　
長
井
地
場
食
品
協
同
組
合
は
、
通
常
総

会
を
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
開
催
。
平
成
26
年
度
事
業

報
告
・
決
算
お
よ
び
平
成
27
年
度
事
業
計

画
・
予
算
を
承
認
し
た
。
併
せ
て
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、新
理
事
長
に
高
橋
剛
氏（
㈲

高
橋
鯉
屋
）、
副
理
事
長
に
は
前
理
事
長

の
大
山
勲
氏
（
㈱
長
井
農
産
加
工
セ
ン
タ

ー
）、
平
浩
一
郎
氏
（
㈱
平
野
屋
）
が
選
任

さ
れ
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高
橋
理
事

長
は
「
長
井
の
地
場
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
長
井
機
械
工
業
協
同
組
合
（
横
山
英
二

理
事
長
）
は
、
通
常
総
会
を
中
央
会
館
で

開
催
。
平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
決
算
お

よ
び
平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承

認
し
た
。
併
せ
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

役
員
全
員
が
再
任
し
た
。
同
組
合
で
は
金

融
事
業
の
ほ
か
、
技
能
検
定
合
格
を
目
指

す
生
産
基
盤
技
術
研
修
（
当
所
主
催
）
や

Ｑ
Ｃ
検
定
勉
強
会（
亦
楽
会
主
催
）を
通
じ
、

人
材
育
成
を
図
り
組
合
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
支
援
し
て
い
く
方
針
。

当
所
青
年
部
会
Ｏ
Ｂ
会
（
齋
藤
喜
内
会
長
）

は
、
通
常
総
会
を
平
田
海
産
物
店
で
開
催

し
た
。
今
年
３
月
に
青
年
部
会
を
卒
業
し

た
５
名
を
新
会
員
に
迎
え
た
同
会
に
は
、

30
名
を
超
す
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
昔
話
に
花
を

咲
か
せ
た
。
ま
た
、
青
年
部
会
か
ら
も
２

名
が
参
加
し
、
来
年
主
催
す
る
商
工
会
議

所
青
年
部
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
進
捗
状

況
の
報
告
、
及
び
大
会
へ
の
協
力
を
依
頼

し
た
。

6/3

5/28

長井地場食品
協同組合

新
体
制
ス
タ
ー
ト
！

長井機械
工業協同組合

通
常
総
会
を
開
催

青 年 部
Ｏ Ｂ 会

新
会
員
５
名
を
迎
え

総
会
を
開
催

6/11

5/12

あかしあ
産業団地会

通
常
総
会
開
催

団
地
内
環
境
整
備
を
推
進

あいさつする小川会長

決意を述べる高橋理事長

●人材育成に努めていく長井機械工業（協）の総会

●新たに５名が入会したＯＢ会
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●

　
西
置
賜
雇
用
対
策
協
議
会
は
中
央
会
館

に
て
平
成
27
年
度
通
常
総
会
を
開
催
。
平

成
26
年
度
報
告
・
決
算
お
よ
び
平
成
27
年

度
計
画
・
予
算
を
承
認
し
た
。
併
せ
て
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、会
長
に
小
川
章
氏（
山

形
精
密
鋳
造
㈱
）、
副
会
長
に
小
関
利
一
氏

（
㈱
サ
ン
ノ
ー
企
画
印
刷
）
が
新
た
に
選

任
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
高
等
学
校
側
と
会

員
企
業
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
置
賜

管
内
高
校
の
進
路
指
導
担
当
教
諭
と
会
員

企
業
人
事
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、
来
春

6/17

雇用対策
協 議 会

進
路
担
当
教
諭
と
の

懇
談
会
を
開
催

学校と企業が個別面談を行う懇談会

説明を予定している助成金

●キャリアアップ助成金　　
●キャリア形成促進助成金
●トライアル雇用奨励金　　
●地域雇用開発奨励金
●特定求職者雇用開発助成金
●企業内人材育成推進助成金

吉村美栄子

森田啓司

99.6

10 80

3,000

２７ ６

山形県知事

山形労働局長
厚生労働省

 

卒
業
予
定
者
の
進
路
志
望
状
況
や
、
企
業

の
求
人
活
動
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

行
っ
た
。
県
全
体
で
は
就
職
希
望
者
の
約

８
割
の
生
徒
が
県
内
企
業
就
職
を
希
望
し

て
お
り
、
参

加
し
た
会
員

企
業
23
社
に

と
っ
て
は
、

よ
り
良
い
人

材
を
得
る
た

め
に
有
意
義

な
懇
談
会
と

な
っ
た
。
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手
間
の
か
か
る
本
人
確
認

　
第
２
回
は
、
民
間
企
業
で
必
須
と
な
る
３

つ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
対
応
（
①
個
人
番

号
の
収
集
、②
個
人
番
号
の
保
管
、③
帳
票
へ

の
記
入
と
行
政
機
関
な
ど
へ
の
提
出
）
の
う
ち
、

①
個
人
番
号
の
収
集
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説

す
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
下
で
は
、
社
会
保

障
と
税
に
関
す
る
書
類
に
個
人
番
号
を
記
載

す
る
必
要
が
あ
る

　
そ
の
た
め
、
民
間
企
業
は
、
源
泉
徴
収
票

な
ど
の
税
務
関
係
の
書
類
と
、
社
会
保
険
関

係
の
書
類
に
、
個
人
番
号
を
記
載
す
る
た
め

に
、
従
業
員
と
そ
の
扶
養
親
族
な
ど
の
個
人

番
号
を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
支

払
調
書
を
提
出
す
る
取
引
を
行
っ
て
い
る
取

引
先
と
株
主
か
ら
も
、
個
人
番
号
を
収
集
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
際
に
は
、
必

ず
「
本
人
確
認
」
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
に
は
、
本
人
か
ら
提
供
を
受
け
る
場

合
に
は
、①
番
号
確
認
と
②
身
元
（
実
在
）

確
認
が
必
要
と
な
る
。

　「
番
号
確
認
」
と
は
、
番
号
が
間
違
っ
て
い

な
い
か
否
か
の
確
認
で
あ
り
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
住
民
票
で
行
う

の
が
原
則
で
あ
る
。「
身
元
（
実
在
）
確
認
」

と
は
、
提
供
し
て
い
る
人
間
が
な
り
す
ま
し

で
な
い
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
あ
り
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
ま
た
は
旅

券
な
ど
の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
で
行
う

の
が
原
則
で
あ
る
（
こ
れ
ら
の
書
類
の
提
示

が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
年
金
手
帳
や
健
康

保
険
証
な
ど
を
２
つ
組
み
合
わ
せ
て
確
認
す

る
）。

　
そ
の
た
め
、
社
内
の
誰
が
、
ど
の
よ
う
に

し
て
、
従
業
員
、
取
引
先
、
株
主
な
ど
か
ら

通
知
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
の
提
示
を

受
け
る
の
か
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
代
理
人
か
ら
提
供
を
受
け
る
場
合

に
は
、①
代
理
権
の
確
認
、②
代
理
人
の
身
元

（
実
在
）
確
認
、③
本
人
の
番
号
確
認
が
必

要
と
な
る
。
代
理
人
か
ら
提
供
を
受
け
る
場

合
の
典
型
的
な
例
は
、
国
民
年
金
の
第
３
号

被
保
険
者
関
係
届
を
、
従
業
員
を
通
じ
て
会

社
が
受
領
す
る
場
合
で
あ
る
。

　
な
お
、「
身
元
（
実
在
）
確
認
」（
運
転
免

許
証
・
旅
券
な
ど
の
確
認
）
に
関
し
て
は
、

①
企
業
が
書
類
に
氏
名
・
住
所
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
印
字
し
て
配
布
し
、
そ
の
書
類
を
用

い
て
提
供
を
受
け
る
場
合
、②
入
社
時
に
、

運
転
免
許
証
や
旅
券
な
ど
で
本
人
確
認
し
て

い
る
企
業
に
お
い
て
、
対
面
で
提
供
を
受
け

る
場
合
な
ど
、③
一
度
本
人
確
認
し
た
同
一
の

者
か
ら
継
続
し
て
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け

る
場
合
で
、
対
面
で
あ
る
場
合
な
ど
、
に
つ

い
て
は
不
要
と
な
る
。

　
従
業
員
、
取
引
先
、
株
主
が
多
数
に
上
る

企
業
に
お
い
て
は
、
本
人
確
認
の
事
務
負
担

が
非
常
に
重
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

本
人
確
認
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
方
法
以
外

の
多
様
な
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

自
社
に
と
っ
て
最
も
負
担
の
少
な
い
方
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
牛
島
総
合
法
律
事
務
所
　
弁
護
士
・
影
島
広
泰
）

解
　
説

解
　
説マ

イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
②
全４回

多
数
の
関
係
者
の
個
人
番
号
を
収
集

例
外
を
活
用
し
負
担
を
少
な
く

本人から提供を受ける際の
本人確認（原則）

①番号確認

個人番号カード

通知カード、
住民票

運転免許証
旅券など

②身元（実在）確認

代理人から提供を受ける際の本人確認（原則）

①代理権の確認
①本人の番号
　確認

②代理人の身元
　（実在）確認

委任状（法定
代理人）の場
合は戸籍謄本
など

個人番号カー
ド、通知カード、
住民票

運転免許証、
旅券など

対象者

取引先

株　主

従業員
扶養親族
など

源泉徴収票、扶養控除等
（異動）申告書

雇用保険の書類
健康保険・厚生年金保険の書類

配当、剰余金の分配および
基金利息の支払調書

報酬、料金、契約金および
賞金の支払調書
不動産の使用料などの支払調書

税

社会保険

税

税

帳票の記載開始次期

平成28年分の給与所得
などから
平成28年1月1日から
平成29年1月1日から
平成28年分の支払いから

平成28年分の支払いから
（既存株主に３年間猶予）

個人番号の記載が必要となる帳票の代表例
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◆
長
井
市
暮
ら
し
向
上
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
20
◆

（
１
）商
品
券
内
容

１
枚
１
，０
０
０
円
の
商
品
券
12
枚
綴
り

が
１
冊
と
な
り
ま
す
。

（
２
）販
売
価
格

１
０
，０
０
０
円
／
１
冊

（
２
，０
０
０
円
お
得
で
す
！
）　

（
３
）購
入
方
法

①
長
井
市
民
を
対
象
に
、１
世
帯
あ
た
り

購
入
票
２
枚
を
市
報（
６
月
15
日
号
）

で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

②
購
入
票
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
商
品
券
は
現
金
販
売
の
み
と
し
、売
り

切
れ
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

（
４
）購
入
限
度

購
入
票
１
枚
に
つ
き
10
冊
と
し
ま
す
。

購
入
票
２
枚
を
使
用
す
れ
ば
、１
世
帯

あ
た
り
最
高
20
冊
ま
で
購
入
で
き
ま

す
。

（
５
）販
売
開
始
日
と
場
所

①
７
月
４
日（
土
）〜
５
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
１
階
展
示
ホ
ー
ル
）

②
７
月
６
日（
月
）以
降

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
長
井
商
工
会
議
所
）

　
　※

土
日
祝
日
は
除
き
ま
す

（
６
）商
品
券
の
有
効
期
限

　
平
成
27
年
７
月
４
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
平
成
27
年
11
月
30
日（
月
）

（
７
）商
品
券
が
利
用
で
き
る
も
の

取
扱
加
盟
店
が
販
売
す
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
等（
釣
り
銭
は
出
ま
せ
ん
）

　※

各
種
商
品
券
、ビ
ー
ル
券
、図
書
券
、プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、切
手
、印
紙
等
に

つ
い
て
は
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。

（
８
）取
扱
加
盟
店

市
内
１
９
０
店
舗（
６
月
１
９
日
現
在
）

◆
市
内
事
業
者
の
皆
様
へ
◆

「
長
井
市
暮
ら
し
向
上
商
品
券
プ
レ
ミ
ア
ム

20
」の
取
扱
加
盟
店
を
募
集
中
で
す
。詳
し

く
は
長
井
商
工
会
議
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
取
扱
加
盟
店
の
皆
様
へ
◆

（
１
）換
金
手
続
き
の
際
に
必
要
な
も
の

①
使
用
済
み
商
品
券

　※
全
て
裏
面
に
事
業
所
名
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い
。

②
取
扱
加
盟
店
登
録
証
明
書

　
　（
名
刺
サ
イ
ズ
）

　※

お
持
ち
い
た
だ
け
な
い
場
合
、換
金

手
続
き
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

③
引
換
依
頼
書（
４
枚

綴
り
）

　※

必
要
事
項
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

（
２
）換
金
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
原
則
と
し
て
毎
週
月
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で
、長
井
商
工
会
議
所

研
修
室
で
行
い
ま
す
。

【
７
月
】13
日（
月
）・
21
日（
火
）・
27
日（
月
）

【
８
月
】３
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

　
　
　
24
日（
月
）・
31
日（
月
）

【
９
月
】７
日（
月
）・
14
日（
月
）・
24
日（
木
）・

　
　
　
28
日（
月
）

【
10
月
】５
日（
月
）・
13
日（
火
）・
19
日（
月
）・
　

　
　
26
日（
月
）

【
11
月
】２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

　
　
　
24
日（
火
）・
30
日（
月
）

【
12
月
】７
日（
月
）・
14
日（
月
）

★
お
問
い
合
わ
せ
★

長
井
商
工
会
議
所

　地
域
活
性
化
推
進
室

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
８
４
ー
５
３
９
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
８
ー
３
７
７
８

検索長井商工会議所

購入票 ２枚

商品券最高 20冊

目印です

忘れずに！！

▼登録証
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「一日公庫」のご案内

日　時 ： 平成２７年７月１５日（水）
　　　　　　　　　１０時～１６時
会　場 ： 長井商工会議所　相談室
対象者 ： 自営業の方（個人・法人）
参加費 ： 無料（要予約）

日本政策金融公庫米沢支店では、下記の日程で
融資相談会「一日公庫」を開催します。

☆長井商工会議所で、日本政策金融公庫の融資担
当者との面談が可能です。
☆事前に決算書等の資料を提出していただければ、
より迅速に融資審査結果をご連絡できます（面談
内容により、後日となることもあります）。
☆融資制度全体にかかるお問い合わせやご相談も
可能です。

「一日公庫」のメリット

☆受注が増えて忙しくなりそうなので、その仕入資
金を手当てしたい。
☆従業員へボーナスを出そうと考えているので、そ
の資金を準備したい。
☆設備が老朽化したので、新しいものに買い替えた
い。
皆様のさまざまなご要望にご活用いただけます。

ご相談内容の例

詳しくは折込チラシをご覧ください。

『長井商工会議所創立４０周年記念事業』
日程のお知らせ

『長井商工会議所創立４０周年記念事業』
日程のお知らせ

会員親善ゴルフ大会会員交流ゴルフ大会

日　時 ： ９月９日（水）８時１０分スタート
会　場 ： 山形南カントリークラブ
定　員 ： １００名
参加費 ： ５，０００円

記念式典・長井活性化フォーラム2015記念式典・長井活性化フォーラム2015

日　時 ： １０月７日（水）１３時３０分～

ながい産業まつりながい産業まつり

日　時 ： １１月８日（日）
会　場 ： タスパークホテル

※詳しくは折込チラシをご覧ください。

センサスくんが
バーニックに

センサスくんが
バーニックに

センサスくんが
バーニックに

詳しくは

折込チラシを

ご覧下さい
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長井ロボットプロジェクト責任監修
会 員 談 話 室

（平成27年6月25日現在）
1.25

2,000
※1,500 万円を超える場合は
　別途書類が必要になります。

消費税転嫁対策セミナー
「プレミアム付商品券」や「期間セール」を一過性のモノ
で終わらせない！
戦略的リピーター創出のための３ステップ
日　時：平成２７年８月２５日１４時～
会　場：タスパークホテル
講　師：リピーター創出専門コンサルタント
　　　　一圓　克彦 （いちえん　かつひこ）氏
詳細は追ってご案内いたします。

事業所名 前代表者 新代表者

かまや金物店 小松　昭吾 小松　純夫

●代表者変更のお知らせ

●

事業所名 前代表者 新代表者

（敬称略）

事業所名 前住所 新住所

居酒屋うつき 長井市ままの上
　　　　4-12-2

長井市本町
　　　1-4-10

所在地変更のお知らせ

事業所名 代表者 住　　所 部　会

㈿長井西置賜地区
プロパンガス
保安センター

鈴木　　均 長井市屋城町7-6 商　業

＋今月の献血＋

☆全血のみで、200mℓと400mℓの全血献血ができます。

7月8日㈬
T N I 工 業 ㈱
㈱三協製作所山形工場

　
突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
デ
ジ
カ
メ
写
真
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
ま
す
か
？

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
普
及
し
て
か
ら
何
枚
で
も
撮
り
直
し
が
効
く

よ
う
に
な
り
、
気
付
け
ば
膨
大
な
数
の
写
真
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン
の
容
量
は
い
っ
ぱ
い
。「
旅
行
の
写
真
は

ど
こ
だ
っ
け
？
」
と
い
う
経
験
も
一
度
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
写
真
管
理
ソ
フ
ト
と
い
う
便
利
な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
パ

ソ
コ
ン
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
合
わ
な
か
っ
た
り
、
保
存
容
量
に
限
度
が

あ
っ
た
り
、
無
料
ソ
フ
ト
だ
と
い
つ
の
間
に
か
サ
ポ
ー
ト
が
終
わ
っ

て
い
た
り
と
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　
何
か
い
い
方
法
は
な
い
も
の
か
と
思
い
、
ネ
ッ
ト
で
い
ろ
い
ろ
調

べ
て
み
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
質
問
す
る
人
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
簡
単
に
整
理
方
法
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

『
撮
っ
た
写
真
は
パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
等
に
日
付
順
に
分

け
て
保
存
す
る
』
だ
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
７
月
１
日
に
写
真
を
撮

っ
た
ら
、『
２
０
１
５
／
２
０
１
５
０
７
／
２
０
１
５
０
７
０
１
／
』

と
フ
ォ
ル
ダ
を
作
っ
て
、
思
い
出
は
メ
モ
帳
な
ど
に
入
力
し
保
存
す

る
そ
う
で
す
。
確
か
に
無
料
で
で
き
る
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
買
い
替
え

て
も
デ
ー
タ
の
引
っ
越
し
も
簡
単
で
す
ね
。

　
も
し
写
真
の
管
理
に
困
っ
て
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
試
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
ね
！
　
　
　（
Ｍ
．Ａ
）

13:30～15:30
9:30～11:30

特許・商標に関する
 　　悩みや課題はありませんか？

まずは【知財総合支援窓口】にご相談ください！

　この「知財総合支援窓口」は、原則毎月第３火曜日
に知財総合支援アドバイザー（窓口支援担当）が、皆
様の知的財産に関する悩みや課題を、ワンストップ
で解決するための支援を行います。また、その場で
の支援が難しい場合は、知財専門家（弁理士など）
と共同で支援いたします。

以下のようなご相談が無料です。
・特許や商標などの出願手続き方法や登録までの  
費用を知りたい。
・製品開発の前に先行する技術の調査を行いたい
が調査はどうするの？
・自社技術の知的財産権による保護手段を知りた
い、活用したい。
・知的財産での保護を図りながら地域ブランドの確
立を目指したい。

●日程
平成 27年 7月 21日（火） 13 時～ 16 時
平成 27年 8月 18日（火） 13 時～ 16 時

●会場
長井商工会議所　相談室
「知財総合支援窓口」へのご相談は、原則として予約
制です。
　　　　　　電話☎８４ー５３９４　　高橋まで

詳細は中小企業相談所へ

情報セキュリティ対策
のお知らせ

情報セキュリティ対策
のお知らせ

　報道でも取り上げられていますように、この度、
東京商工会議所において、パソコンがウィルスに感
染し個人情報が流出しました。
　長井商工会議所では直ちに職員への周知徹底を行
い、塚田専務理事を委員長とする対策委員会を立ち
上げました。今後、コンピュータシステムのセキュ
リティ強化を図るとともに、職員のＩＴリテラシー
の向上、各種規程・マニュアルの再整備を行う所存
です。
　進捗状況は、ニュース商工長井を通じお知らせい
たします。
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保証制度をご利用ください！

季節資金保証制度
夏の資金需要に向け、余裕をもった運転資金確保の
お手伝いをいたします。

◆ご利用いただける方／保証対象業種を営まれる、中小企業・小規模事業者の方
◆限度額／１企業3,000万円
◆対象資金／運転資金
◆借入期間／６カ月以内
◆信用保証料／0.40％～1.85％
　　　　　　　基準金利0.45％～1.90％より0.05％
　　　　　　　の制度割引をいたします。
◆借入金利／金融機関所定利率

【受付期間】６月１日より８月１５日

今年度より
2,000万円から
3,000万円に
増額します。

確かなサポート　明日への躍進　応援宣言

YAMAGATA  GUARANTE E
http://www.ysh.or. jp/

長井支店／長井市館町北 6番 27号

　　　　TAS（タス）3階　☎0238-84-1674
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